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The relationships between coping style, feelings for friends, and coping appraisal when college students feel 
interpersonal stress 
 
Nami Kodama, Toshihiro Uchida & Yumi Ishida 
 
The purpose of this research is to clarify the relationships between college students’ coping 
styles and their feelings for friends, and between coping styles and coping appraisal during 
their interpersonal friendship events. Initially, feelings for friends and coping appraisal were 
considered as variables in the process until coping affected mental health. Later, the differences 
between their feelings for friends and coping appraisal were explored by their choice of coping 
style. The results of cluster analysis of coping styles during interpersonal stress were divided 
into four groups. The variance analysis of coping styles and feelings for friends showed that 
the group using many positive relationship-oriented coping styles （e.g., “I tried to actively 
participate with the other party”） had higher “confidence/stability” feelings than did the other 
groups. The group with low use of negative relationship-oriented coping styles （e.g., “I tried 
to ignore the other party”） showed high “anxiety/concern” feelings, while the “rival” feeling 
was low in the group with lower use of positive relationship-oriented coping styles. The results 
of the variance analysis of coping styles and coping appraisal showed that the groups using 
positive relationship-oriented and postponed-solution coping styles （e.g., “I tried not to care 
about the other party”）  more highly appreciated the efficacy of using these  
      coping styles than did the other groups. 
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問題   
１.ストレスとコーピング 
Lazarus & Folkman （1984）はストレスが発生する一連の流れを心理学的ストレスモデルとしてま
















従来のコーピング方略には様々な種類があり，それらの分類方法は多岐にわたる（小杉，     





















































































 2016 年 10 月中旬～11 月中旬にかけて，４年制・６年制課程の大学生・大学院生を対象に質問紙
調査（大学の講義内で直接取ったものの他に，他大学の知人に質問紙の配布と収集を依頼したもの
を含む）を実施した。質問に回答した有効回答者 236 名（男性 99 名，女性 137 名，平均年齢 21.1




























ISI の 34 項目に対して，因子数を固定し確認的因子分析（主因子法・Promax 回転）を行ったと
ころ，因子構造は加藤（2000）と同様のものが確認された （Table1） 。第１因子では信頼性係数
が α=.882，第２因子では α=.815，第３因子では α=.801 と十分な値が得られた。全項目とも因子負
荷量は十分な値（.35 以上）を示していた。なお，回転前の３因子で 34 項目の全分散を説明する割
合は 41.38％であった。 




友人に対する感情尺度の 25 項目に対して探索的因子分析（主因子法・Promax 回転）を行ったと











34　相手のことをよく知ろうとした .746 -.036 -.069
30　そのことは忘れるようにした .740 -.033 -.084
18　積極的に関わろうとした .733 -.174 -.042
7　 あいさつをするようにした .643 .000 .011
8　 たくさんの友人を作ることにした .573 .026 -.063
15　自分の存在をアピールした .571 .030 -.135
11　相手の良いところを探そうとした .569 -.104 .116
21　人間として成長したと思った .569 .014 .119
4　 相手の気持ちになって考えてみた .543 .103 .017
32　これも社会勉強だと思った .536 .051 .320
9　 反省した .533 .215 -.106
17　この経験で何かを学んだと思った .531 .174 -.010
19 自分の意見を言うようにした .473 -.148 -.019
2　 相手を受け入れるようにした .456 -.130 .062
1　 自分のことを見つめ直した .438 .175 -.056
33　友人などに相談した .432 .158 .031
ネガティブ関係コーピング（α=.815）
24　話をしないようにした -.051 .815 .004
16　かかわり合わないようにした -.135 .746 .104
29　人を避けた .055 .684 -.048
12　友達付き合いをしないようにした -.206 .649 -.019
20　無視するようにした .055 .549 .066
13　一人になった .021 .456 -.105
25　相手と適度な距離を保つようにした .162 .450 .211
14　表面上の付き合いをするようにした .046 .436 .057
3 相手を悪者にした .161 .391 -.122
5　 相手の鼻を明かすようなことを考えた .234 .360 -.107
解 先送りコーピング（α=.801）
27　そのことにこだわらないようにした -.007 -.050 .763
26　気にしないようにした -.008 .016 .743
10　こんなものだと割り切った .042 .011 .623
28　何とかなると思った -.008 -.237 .618
6 あまり考えないようにした -.168 .014 .540
22　自分は自分、人は人と思った .201 .003 .484
23　何もせず、自然の成り行きに任せた -.154 .050 .448
31　そのことは忘れるようにした .047 .214 .441
























回帰分析を行った （Table4） 。ISI を説明係数，友人感情尺度を基準変数とした。その結果，調整
済み R2 は全て有意であった。しかし「ライバル」に関しては５％水準，１％水準で有意な値が見ら







整済み R2 は１％水準で有意であったが，値が.052 と低いため，影響は小さいと考えられる。「ポジ
ティブ関係コーピング」は５％水準で有意であり，β=.151 であった。「ネガティブ関係コーピング」




説明変数 β β β β
ポジティブ関係コーピング    .296*** .848 ***  .165 * :    .259***
ネガティブ関係コーピング  `-.332 *** .133 ***  .182 ** `-.200 **
解 決先送りコーピング -.011 `-.017 **** `-.021 ::   .111†
調整済 R 2    .181*** .736 ***  .048 **   .106***
Table 4 重回帰分析結果（下位尺度ごと）




ISI 得点を用いて Ward 法によるクラスタ分析を行い，４つのクラスタを得た。第１クラスタには
100 名，第２クラスタには 85 名，第３クラスタには 12 名，第４クラスタには 39 名の調査対象が含
まれていた。χ２検定を行ったところ，有意な人数比率の偏りが見られた。（χ２=84．169, df=3, p<.001）． 
得られた４つのクラスタを独立変数，「ポジティブ関係コーピング」，「ネガティブ関係コーピング」，














分散分析 （独立変数：クラスタ （４）， 従属変数：友人感情尺度の下位尺度 （５）） を行った 










ポジティブ関係コーピング  .151 *




調整済 R 2  .052 **
p <.05 * , p <.01 **






果を Table 8 に示した。  













M SD M SD M SD M SD
コーピング評価 2.81 0.53 2.75 0.55 3.33 0.49 2.72 0.69 4.06** 3>1,3>2,3>4
p<.01**
1.ネガティブ低 2.ポジティブ低 3.ポジティブ・先送り高 4.両極端
多重比較
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